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学位論文題目
Evaluation of Staging and Early Response to Chemotherapy with
Whole―Body Diffusion―Weighted MRI in Malignant Lymphoma Patients:
A Comparison with FDG―PET/CT
(MRI全身拡散強調画像による悪性 リンパ腫の病期診断及び早期治療
効果判定 :FDG・PET/CTとの比較)
【研究の目的】
悪性リンパ腫の治療方針決定と予後予測に必要な情報である病期診断
と早期治療効果判定において、画像検査は最も重要な役割の一つを担つて
い る。 現在 の臨床 では、悪性 リンパ腫 の画像検査 の主体 は
fluorodeoxyglucose    positron    enission    tomography/computed
tomography(FDG―PET/CT)と CT で あ るが 、 受二年 、 diffusion weighted一MRI
(DW一MRI)も病期診断と早期治療効果判定に有用であると報告されてい
る。これらの報告ではapparent diffusion coefficient(ADC)値を測定す
ることで、病期診断と早期治療効果判定を行つているが、すべての病変に
おいてADC値を測定し、評価することは実臨床では非常に煩雑であり、よ
り簡便な評価方法が望まれる。本研究の目的は、DW一MRIの簡便な視覚的評
価法を提案し、悪性リンパ腫の病期診断と早期治療効果判定が可能か否か
をFDG―PET/CTと比較し検討することである。
【方法】
被験者は28例(男性 18例、女性 10例、36-78歳、平均年齢 59.9±11.3
歳)の悪性 リンパ腫患者である。組織型はびまん性大細胞型リンパ腫
(DLBCL)17例、濾胞性リンパ腫 (FL)11例である。治療前のAnn Arbor病
期はstage Iが3例、Ⅱが9例、Ⅲが7例、Ⅳが9例である。化学療法は
C■OPない しR―CHOPで6-8コース施行 した。MRIとFDG―PETは、いずれも
治療前 と化学療法 2コー ス終了後 (治療早期)に施行 した。病期診断は
MRI(DW一MRIのみ で の評 価 と、DW一MRIにT2強調 画 像 を加 味 した評 価 )と
FDG―PET/CTにて視覚的に行い、両者の一致率を検証した。早期治療効果
判定は治療早期の DW一MRI、FDG―PET/CTにおける高信号、高集積病変の有
無にて陽性群と陰性群に分けた。陽性/陰性を判別する際の参照都位とし
て、DW―MRIでは頚随を、FDG―
'ET/CTで
は月千臓を用いた。陽性/陰性群にお
ける無増悪生存期間の比較はカプランマイヤー法にて行つた。
【結果】
DW一MRI単独 と FDG―PET/CTの病 期 診 断 の 比 較 で は 22例の病 期 が 一 致 した
(κ=0。71,p〈0,05)。 さ らに、 DW―MRIとT2強調 画像を併せて診断すること
により、一致症例数lま26例に改善した (κ=0。90,p〈0.05)。早期治療効果
判定については、治療早期において DW―MRIとFDG―PET/CTいずれも9例の
陽性群と19例の陽性群に分けられた。無増悪生存期間はDW一MRI(p=0.0013)、
FDG―PET/CT(p=0.037)ともに陽性群と陰性群の間で有意差を認めた。
【考察】
本研究では二つの重要な結果が得られた。第一にDW一MRIとFDG―PET/CTの
病期診断において、T2強調画像の形態的情報をDW一MRIに加味して診断する
ことにより診断一致率が改善した点である。DW一MRI単独では心拍動のアー
チファクトで縦隔病変が偽陰性になることがあつたが、T2強調画像を加え
るとリンパ腫病変として認識できた症例が存在した。また DW一MRI単独では
アーチファクトが偽陽性になつたが、T2強調画像を加えることによリリン
パ腫病変ではなくアーチフアクトだと正確に診断可能であつた症例があつ
た。偽陰性、偽陽性が減るため、病期診断において D十一MRIと形態画像を併
せて診断する必要があると確認できた。第二にDW一MRIで視覚的に悪性リン
パ腫の治療早期効果判定を施行し、予後予測が可能であつた点である。悪性
リンパ腫の早期治療効果判定においてFDG―PET/CTでは視覚的評価が有用で
あるという報告は多数あるが、DW一MRIの報告では測定が煩雑なADC値の変
化率により判定しており、視覚的評価や実際の予後との関連の報告はこれま
でなかつた。視覚的評価方法は簡便であり臨床への応用が容易であるが、視
覚的評価には病変の陽性/陰性を判断する基準となる参照都位が必要であ
る。今回、我々が提案した参照部位の頚髄は治療早期のリンパ腫の病勢を判
断するのに適度な信号強度を有し、また、患者内/患者間での再現性が比較
的高いため、参照都位として適切であつたと考えられた。
【結論】
DW一MRIは悪性リンパ腫患者の治療前病期診断と早期治療効果判定にお
いて有用な検査であり、特に頚髄を参照都位とした早期治療効果判定は臨床
的に有望な検査法であると考えられた。
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